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南I輝賣4:デークセンターからlll民な守る会

i古郷頭i士 |

代表

付と,),

申饒iiiFl

〔つくt∫

て
'く
ばJf談公謙員 市原 啄己

布帥所(ラリ ーゼ

iH代 腿

洒井 象
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木41.修寿
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油iエ ネf,Fl辛「lH川 1地に才,｀けるデータセンノメー

"樹

yもに',いて、つくば1,に よる「IJ,ミ向け

公開説り1公て
',Hl縦
を求める押ittt

【岳歯鷹tの赳I旨】

臨エネ嗣「南側角1地では、つくばHすが

',iVTし

ていた約 46′＼クタールの公有地を活州1

し、              による|工1内餓大級のデータセンター、防災拠,よ施設

及び4勿流施設等の1斑俯が進められてい支i′

本小業は、つくば1,が所4していた公在地を|ミ問射イ染鷲へ売却し、月1途地域の変更

等を雑て進めら,|て きた大規模開発単業で友,          ｀

また、デ■タセンターについては敷地全体で般大 1,000MW肌棋の愛妃容胤が想定

されており、その規模や性賀から、周辺t,i民だけでなく、川4辺事裟翔i、 土地断有4、

さらにはつくばHf民企休に開わる重要な$業であるとをえまり亀



しかしながら、武fIく、川,ピ」tit民、汗1辺小業,'i及び il地 ,'i行 者から1よ、本硝キ来が現冶|

の帝1山iに至った経緯をはじめ、データセンター
`′

ジ規1哄や施i設内容、排孵(や気温 li丼 、

絲背、非常畑発tヒ機による排ガスなどフ,人気礫境への影響、水邪1川 、交通 i llノy災等に

ついて、 |… 分な常,tiり Iを支ける機会がなかったと?)声や、 4く安・疑r4が数多く寄せられ

ていまりi〕

本事業は1ミ任H葛キ猟ではありますが、もとも註||「が所十すと́ていたフく帆棋な公子「地を売

オIJし、il'に よる部中計lllll liの 手続きを経て現白:に ■ったものであることから、刊i裟者

だけでなく、■)く ばit'白 身がこ,tま での経紳、市の判切i、 帆漁:lu保 してぃる予|オ iⅢI内

容、環境への懸念に対する「I∫の記譜tや今後の九1応にア)い て、中ナミに安1'L´ て分かりやす

く説け】
‐
することが必要であるとをえます。

また、 が公表した |データセンタ

―地〕哄J黎生ガイドラインJ では、

「データセンターは各種法令や地域の条例を題守して整備・巡用される施設である

ことは,Ч然ながら、地域や近隣にお俗iま いの皆様から4111,′ l・が得られている施設である

ことが大前挫である,と の考えが示さイX.て います、

さらに、「地域や近隣におniま いの皆様から |′分な増!解が得られていないデユタセン

タ_.が llYl加することは、デTタ センター産業命体の成長のH上省嬰体|と なりかねづ＼

■■■■と|ても精過できるものではない|と |ザ1常じされ、また、|データセンター事業者
彎におかれましては、本ガイドラインを活用しつつ、常に 子地域との共生ぶを意∴1にし

た活動を進めることを強く水めます‖とされています〔

斑粘:、 早イ公では公開説り1余の‖H韓:を求める轄名汗動を行い、クタくのTII民及びt‖キ業,'i

から賛日をいただいておりまや≒,ま た 等に対 しても、

幣名を添えて公隅1瀞t明会の門腔を求める要望群を提|!|し ていまザ、しかしながら、
'り

と

時点にないて公開,,tり1会は1伴1絆 されておらツk市民の不安や疑問は解消されていると
はi馬
‐
えません。

田1角鼓大級となる本1キ業が地域との結期i関係のもとで進められるためには、法今 L

必要な子縦きを行うだけではなく、市民がぼ1確な情報を知り、疑間や懸念について1豫 :

桜賀‖Цし、中及び刺I業イから諄を切1を受けることのできる場を設1,'る ことが|れ饗で JR,

よつて、 ド配の司1'■について
'商

用iVヽ たしまJ∴ i



【f蔵用11千をi】

1 つくば中による11f氏 1角け多ヤ伊打焉,tり1会を開韓:す ること

つくばH了ケよ、高、エネ1,I潮側,H地におけるデータセンター等の開発について、■)く とJ:

itrlミ、h¶逆filIミ、川地車業「

'千

及び土地所荷考等が参加できる公門:すt叩1余を速やかに料H

報することゃ すヽ伊り]会は、 ・力的な資料西と4や i,を明ザ)みではなく、市民からt/)∵t問を受
け、 11∫ がi生 1娑 IFI宅単す`ることの'で きる女寸希々)彰 ,(と

マ
ナること(|           

―

2 これまでの経緯及び‖の判断にて)いて説明すること

公開ヽ

't叫

1会では、少なくとも以ドのHi収についてくfl'力i把焼している司i実及び市の認

甜tを i,,Itにチ)か り4)・すく,,tiり1-9い ること,

(1)出エネ仰f曲側川1地の利活用方針決定から現在に至るまでの経緯

(2)上地先却放び可千業者選定の経糾

(3)用途地蚊変史を台む都寸「静1敵iにの子統き及び1舛I発剖i 「`に至る経紳

(4)現綸:2)データセンター、llア丁災拠点施i衰、物流施設等の計画
'ヽ

l容及び1隻賄状況

(5)今後予定さ
'1,て

いる11附及びJf業のケと沌じ      ′

3 環境及び4郊環境への懸念について辞伊りiす ること

公開説「り1介では、データセンターの格備及び稼働に伴う、

(1)電力使用及び排然

(2)周辺気温への影響

(3)駈瞥

(4)非常用充電機及び‖り十ガス等の人気蝋境への影響

(5)冷州1ん ,t及び水邪1月1

(6)交通嫌及びⅢl迎迪路への影糾

(7)そ の他ゝ川迎¢)4i漸蝶境才ヽの影響   ′



争工ついて、十1丁が現粕:1魁体している内容、これまでに行 った確認 '評伽i攻び今後の対応

にてヽ,いてi'tiりけ ることの

市が現時点で1聰体又は砕「佃西していない電411に ついては、そのことも含めて ,市民に1サ‖ら

かにすることφ

4              こ対し、公開3t明公への出席及び税1り1を求めること

つくば中は、41業主体である              に対し、中が開11す る公
開説1り1公ヘツ)汁 I'‖ を求め、施設の具イ1く的な言1画、球現対策、モニタリツクヽ 地域との

共生に向けた取組1,管 について、市民に前核常,11明 し、コ
.‖

封にIⅢ I答するよう要鮎するこ

と。                                     、

5 今後も継統的な構Y報公開及び対紺の機会を確保すること

今耐の公開前ll'l会を一度側くりのも
')と
せづ式今後の計llliの進1ケや施設の徹働に応じ

て、■か憂な情報を市Iミ ′ヽヽ公表するとともに、市氏、行政及び事業常
.が
利l繊的に1背Ⅵl共

イ1'及び意見交換を4千 う機会を確鰍すること。     
´

【結び】

本講殷は、現時点に始いてこ申の中1斬や引I柴そのものへの 一方n守な反対を求めるも

のではありません手     ｀

まず,よ、つくばH丁がこれまでの経紳や H下の判断、現約:1巴‖癌:している司I業内容及び士照

境への懸念について下|デ民に脱Iり1し、
lli栄・Fiに も公開のJ場で脱「り1を求め、市民が‖1確な

1階報にユとづいて本小業について考えることのできる環境を幣えることを耳tめ るもので

づ屯

その上で、市lミから寄せられる疑問や懸念に″ついて、叶「及び事業糟が献突にr引答

上ェ家rt】t与興 ィ

いくこと

↑

｀
■ ■
が鶴り
す
る 醜 城
|の
共
牛
|あ実現にも

つくば11'i義会に方かれましては、本甜艇iの趣旨をご理解いただき、採1,くいただきよ

すようお川iい申しれけ
ド
まり屯

以 佐
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つくば市議会議長 黒岡健祐 様

つくば市が、高エネ研南側用地のデータセンター・物流基地の計画を

1年間凍結することを、 に要求することに関する講懸善

講願者 住所

氏名

住所 つくば常

長名

紹介議員 酒井 泉

絡願題旨

つくば市高エネ研南側用地に工事が始まった。多くのFド民が望んでいた森の
ある緑地公園の建設が始まったと喜んだが、実は計画電力 1000 Mwの 日本競
大クラス大規模データセンター建設であった。|の巨大データセンターが消費
する原子力発電原子炉…基分に相当する電力が金て熱に変換される。当該用地
にとんでもなく巨大な熱源が発生することを意味する。周辺の気温や湿度 (冷
却水の蒸発による)の _L昇が、先例の実綺や研究から明らかにされている。夏
季にはこの熱と―般家屋の空嗣禍とが排出する熱の相乗効果でと―トアイランド
現象の発生が予想される。人だけでなく自然環境も変化し生物に影響が及ぶ。
この巨大電力と大量に消費する水をいかに現場に脳

.け

るのか、排熱問態をどう
処理するか心配である。

データセンタとが「高エネ孵F南側米栞1サ1〕地土地利用1方針」「つくば市の理境基本条
例」いず してい のにもかかわらず、データセンター建設を日
的とする 公用地「高エネ研南側用地」のi^…括売却の相手
として そうなったのかlf民は不思議に思っている。どのような
手続きを経てそうなったのか経過金てを議会及び市民の前につまびらかにして
いただきたい。データセンタとが1茎1内 どこに布っても利用する椒1に は何の支障
もない。そもそも市民はそれ以外にデータセンターについての詳細1について金
く共同らない。つぐば市にとって必須の存在ではなく公害の元になるデー芽セン
ターの建設を 1年間凍結し、その選延して得た時間をこれ

つ くば市

1

らの問題の本質を真



摯に るR寺 1制に てれば、 と繭登も,Eし ヤヽ とこ するであり
よう

政治は、行政府と態会に携わる考たちの内面を学じ‖け 鋭であります。

次に、 比認とは金く興なる視点からデータコヒンター建設の遅延が人類の未来
を左右するという重要な事実について言及する。魂社、人IttI能 (AI)の開発
に係る天才たちの多くが、AI開発の選延を訴えている。理由tま AI鞘発企業や国家
が、人工超知能 (ASI)獲得に向かってデッドヒートを震伊Hしている中、ASIの安全‖i
を11保 しつつゆっくりと開発を可能にするためである。ASIの 出現には2つ リスクの
可能性がある。①懸人が先にASIを耀れば地獄のような世界になり、②白律したASI
自体が入問を必要なしと半llげrし たら人類はおそらく終浦する。AIの開発・巡汗1にはデ
ータセンオーが必笈の存イEである。故にデータセンターの建設の避延は、人類の友と
なる安金なASIを開発する時幽を与えることに支触します。

データセンタエ建設を避延させることで生まれる時間が、行政、鱗会(市民が和を
もってデータセンタ単の問題を①つくばH∫の視μ予と②世界的視野の両miか ら拠えた撒
論の場を与えてくれます。そこで積み liがった筑波の智慧は、美しいっくば市と平利
な世界を常1る機になります。ぜひとも、データセンタ…建設の1年剛凍糾iを実現して
いただきたく、よろしくお駅い中し上げます。

「うく

請願事項

のデータセンター・物流ぷ地の計画を1年間凍結
することを、 求することを講贖するJ

請願理由

' 第一章 うくば市の高エイ、研南側用地におけるデiタセンター計画について

(1)つ くば市に必要な計画ではない

つくば市民にとってまるで寝耳に水のように大規模データセンターの建設が始めら
れている。先成すれば1000 MWの魅ノJを消費するという。注がれた電気エネルギー
はすべて然エネルギーに変わる。つくば,世 ?総電力幣弊の,.5倍 (原子力発虻 1娘の
発電地)と んでもない電気量である。作動中の施設を、発剰iする熱量という側i面から
眺めると、高エネ研常にlkW電熱器を100万台並べてとH中通竃し統ける行為に等
しい。センター内に並べられたサーパーは50℃必上に耐えられないから、冷却装魁が
つけられる。しかし、エネルギー不変の法則に従うと、冷却業麓の機能は熱を外報,ヘ
熱を移動させるだけで、消滅させる能力を持たない。つくば市の衛中に排歳鶴される莫
大な熱エネノ

"ギ
ーが市民生活環境、自然環境に及ぼす悪影響は大きい。それに加え

て、冷却用工業用水の消移鮮は一日に数万トンという専P日家の試算もある。災害時の市
民救済という名日で地下水の揚水設備の設置が決まっていると聞く。人類は、膨大な

2



地球の地下水を消災Lし尽くし、世界各地で地盤陥没事故の多発が報じられている。い

まや水は石油をしのぐ国際戦略資源となつている。

参考資料 (1):国連大学水 ,理境・健康Tlll'究所 2026年 6月 3日 に発表した報告群
Environttentat Cost of AI's Energy U39i CarbOn,Water and Land Footprintsに よる
と、2030年 までに、

.世
界中でAI(人■:知能)を動かすデータセン芽―の電力消費猟

は、9450億キロワット時に逆するとヤ測されている。これは、パキスタン・パングラ
デシュ,ナイジエリアの3カ 闇 (舎串'人に16無 5000万人以.11)を 合わせた年刑饂カ
消費量の 3倍近くにあたる。また、化力澗貨に付随する水の消役雄はサハラ以常のア
フジカに幕らす 13億人分の…年間の生活胤↓水飢に相当し、土地の使用Mi積は 1万
4500平方キロメィトルを超え、3200万人以.tiが住むジャカルタ期t市圏の約 2倍に眸
敵する。デエタセンターの年四水消費胤は 2030 ηlま でに、サハラ砂決以前のアフ

'力で暮らす 13億人が 14F削 に使州するJi活用水の数に達すると危恨する。

参考資料 (2)人 口υ成少にlMむ広大な空き地と醜常な水を省する宙山県i轄筋Jlは、辮用
電力 3,100MWデータセンター (日本蛾大規模)を誘牧じ建設を酬1始 した。施設は広
大な土地にゆつたりと計画されている。(商砺市 HP)

翻って、つくば甘すは、わが国では人ri増加を継統する稀な郁雪fであり、人「
↓幣度が

年々前くなつており、剤砺市とは真逆の状況にあるb広 くもないつくば市に、大規棋
データセンタ‐を誘致することは合難性を欠いている。データセンター建設は、商砺
f「のような広大な止地と水資源を有する地方に征せるべきである。lT、 AIを利用1す る

私たちにとって、デープメセンタとが国内どこにれ言っても何の

"稲

洋も感じない。情報は

光ケープルを商速度で刷くからである。悶みに、広報つくば特別サ第 1ページに褐戦
されたWhatis a data center?は センターがつくばH耳に位縦することが引f民にとちて

あたかもメ,ッ トがあるかという誤解をもたらすものである。どこになっでもいいの

である

えて

脅
'1可

する大規棋データセンターの建設は、①電力問題、夕F
、②議会の講1査特別委員会の提営を基俊につくば‖が策定

じ々「腐エネ研前側米利用地上地和↓用方針案Jと 党命に乖離しており、③「つくば市
礫境熟本条例J及び、④つくば

“

が定めた「大穂地区計画Jに も進反している。

つくば市民が、この奥態や何故こうなったのかについて真突と詳刑Hを知らない。かか
る重要政策がHf氏を蚊帳の外にして進めるのは、民主主義に反する。 !

そもそも我々市民がデータセンターとは何かを失繹らない。この1年のモラトリアム

期間中に、まずはデータセンターとは何かを正しく認識した上で、以下に露わになっ
た問題点を起点とする謗会とつくば市民の間に議論が深まれば、事は自ずと正しい方
向に収束するでありましょう

(2)
ない

土地利用計画が、つくば市の「土地利用方針Jに合政し

① データセンター・物流熟地が「高エネ研南側未利用地上地利用方針どのlttl容を澪t
たしてない。つくば常の上地利用l方針で示された望ましい施設の役審1,機能とは、以
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下の5条件である。

(1)i犠かな自然環境、l lltl:i広い分野の研究機関や人材の集積などの婦先端の取れ1に代表さ

れるつくばならではの資源特14:を十分にいかせるもの

(2)市民エーズに対応し、地域の活14i化に質献するもの

(3)東謝木大艇災等の教訓1を生かし、市民が安全・安心に答らせるまちを究跳するた

め、災客に強いまちづくりに寄r)す るもの。

(4)市民のコミユニテイ形成に寄与するもの              |  (5)、
変連の利便硝iか ら観光や虚業の振興に寄与するもの

つくばHfと プロポーザル審奇委員会は、データセンターは(1)と (5)に該選するとして

いる。しかし、データセンターは敵重な機密保持が求められる施設であり、「幅広い分

野の研究機関や人材の柴破などの汲先端の取鶏1に代表されるわくばならではの資槻i特
′MiJと の研究交流はあり得ない。また、膨大な鼈ノJを消費し、深亥1な排熟問題を抱え

る施設は、職かな自然礫境を破壊する施設である。同様の理担産1で、「交通の率I使性から

観光や産業の版,11に寄与するJこ となどあり得ない。

また、つくば呵fと プロポーザル審齋委員会は、物流施設は(3)に該増するとしている

が、物流施設は荷止が現地にいないから、多人数の山主の流通物資を緊急時の災等文

概物資として流

'劇

することなど不可能であると

以上の様に、つくば市とプロポーザル審査委員会が、データセンターと物流基地をつ

くば引1の土地和1ナキ1オ釘・に合欽する施設として優先交渉者に選定した翼‖rhは、納谷でき

ない。まるで締諭ありきで、無別lや りこじつけた感はれヽめない。

② つくば引fの環境基本条例では、つくばlfは「礫境■の負Tすの低減その他、礫境の
保命に積極的に努めるJ貨務を有すると大見定している。大帆棋データセンターは、つ

くば中が消賀する電力の2.5倍の電力を狭いエリアで集中的に使ナHする。この様な施

設の川1地 として公布地を売却することlま、つくば市の球規基本条例に逸反する。

③  r大穂地IX砕「間1に は、平4該地IXの整1脩・開発及び保全に関する方針として、「省
エネルボー、C02肖 !減、ヒートアイランド州

・策等、珠境に配慮した V樹発・建築に努

める」と明記されている。環境基本条例の場合と同様の瑠と離1で (大規模データセンタ

― の に淋 しく巡反しているも

とつ くば呵1の売奥契約時に、1000 MWのデータセンターの

供は無かつたと言われている。売却契約はつくば
'Fの

錯松によるものであつた可能1陛が高い。錆誤による契約であるならば、民法卵95条 に

より取り消すことができる可能1■について専P4家に検討を依頼する。臣大データセン

ターによる排熱問題がり1らかになつた以、11、 市民の他康と財産をぐるため、つくば市

は契約を見直すべきである。

(3)つ くば市イよ1000 MW訂
お
画をとめる手だてを考える

このくま宛却契約が継統すると、つくば
｀
市は

データセンターの計画iを 止めることはできず、

高いつくばTFを免れない。

4
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排熱に関する法規1刊がない状態で、者卜市計niの地IX計齢の癖準を満たしていさえす

れば、つくば,Fは建築撒ilifを tllさ ぎるを得ない。まやかしのガイドラインを作っても

法的な強制力は何もない。

日本最高レベルである1000 MWも のに大電力と、かなり消費されると
'よ

われる水

をどう持ってくるのか、問選いなく起こる気温と温度の上昇をどうするのか、いずれ

も大問越である。大穂のようにかなり術が整ってきている狭陥な土地に、スーパース

ケールのデータセンターを造ると、かなりの範牌1気候変動が起こるのは必定である。

風下方向は数
°C気温上井が予想される。ヒートアイランド現イ永にlMま されるであろ

う。自然の生物利4に も変化が起こる。撃いつくば市、温度の高いつくば中から「‖民を

守る解決策を探らねばならない。

(4)売買契約から10年後の2032年の時点で利用計画が未実行の上地については貿戻
し特約の厳正な行使を求める

売封1契約後 10年間の土地莉↓用規1,1,91問 を過ぎると、転売や割・画の変更に曲 I監めがか

からなくなる」2032れ19月 の時点で」
=地
利用1剤・画の実施がされず、既存の建物の建紋

率を越えて、当初の制・面通りに土地利用が実施されないエリアについては、買戻し特

約を厳正に待使して賢い戻すべきである。元々は市民の賛聴な公益用地であつた土地

が、売却後に1転兜されたり、市民のためのこli地利用1以外の月J途に転用されるようなこ

とがあってはならない。

第二章 データセンター建設速度はAI(人工知能)の開ダ七速度を制御する

ASI(人工it霞知能)の開発と超Лlに は大規棋データ地ンターが必須である。故に大ナすと
棋データセンターの建設ほASI開発洸争を加速する。人類史 it未圏有の過熱状況にllll有

っているASI開発競争を火事に例えるならば、陣大データ地ンター建設はその火部に

ヨれを注ぐ行為に他ならない。後で述べるようにAIの進化が人類を滅ぼす可能性がある

からには、つくば市に、人類が競って開ダを深化させているASIの安全性が技術的に担保

されるまで巨大データセンターを建設すべきではない。そのようなAX開発が麓大なヅ

スクをかかえる現状下では、データセンターは市が定めた「高エネ研南側未利用の上地

利用方針 (1)～ (5)Jのいずれにも該当しないことになる。

【議論のために必要なAIについての最低限の豆知識】

AXと 今まで我々が呼んでいた人止宍H能は、ANI(特化型人正知能、Artincin NarFOW
Intelhgence)であり、特定のタスクに特化した人f工知能である。特定領珀父では人則を

上にヨる′思i能を発綽するが、訓練されていない領城には対応できないというり1確な限界

があるなつまり、人問に従〕Щかつ便利な存在である。

AGI(汎用人工箱能、Artincial General lntShgence)は 、人間と同等の汎用的な知的
能力を持つAIを いう。AGIは常論理解や諭珀:的推論、創造的思を、社会的判断な

ど、あらゆる知的領城で人間並みの柔軟‖:を発撫することが

'V]待

される。このI時点
｀
       5



で、人々が持つ職あるいは増:尊「のほぼすべてがAGIに取つて代わられると予想する考
え方もある。AI進化は白律型ロポット進化に運動しているので、人類は食うための仕
事をこなさなくてよくなる。                      ,

ASI(人工超知能、ArindH suPcdntenigencc)|ま 、究極の人工知〔能である。ASIほ
「再帰的自己改善」のメカエズムに基づく自己改善能力を機つため、…度誕生すれば

白らのアルゴヅズムを白aF的に最適化し統け、人出の角ユ能との差を指敷lttl数的に広げ
ていく。「人間をはるかに超える」和

“

のような存在となる。必然的にAGIか らASIヘ
の移行は、ANIからASIへの移行よりもはるかに短lJl問で起こることになる。

Al開発進行状渉と:ArチャットGPTを提ひけ る
午「開発中のアストラが80%AGXと呼べる性能

AGXレベルに達サ
‐
る」と ている。

C£ 01よ 2026

を持う」 2026年 8月 2611)

と、AIク ロードを提供す も 「2026年から2027年喉こ|こ |ま

‐ 2026年 1州 21日 )

【▲Iの進歩が人類に何をもたらすか?】

現段階で人類はすでに、以下の恐ろしい事案に直画している。

①       社のクロ…ド「ミュトスJと      社の「アストラ」の単越
したハッキング能ダJである。

参考資料 (3)AI開発トッノを空る       社のAIク ロード最新版「ミュト
ス」は、独ノJな ソフトウェアの脆B呼 IF七発見および攻撃コードの生成能力を狛する。

開鎖されたIT理晦 らゝ独力で脆粥性を見つけ出して′`ッキングを行い、インタエネッ
ト環境へ肌伊iしたという報告もなされている。短期阻で数ガ件の脆醐14搬打,を検出
し、そのうち数千件が致命的な深刻度に分類されたという検言耐:データも存在する。こ
のような高度な能力は、懸川1された場合に深刻なシステム障省を引き起こす恐れがあ
ると言える。そのため、単なる便利なツールという粋を超え、新たなサイバー兵器に

なり得ると危1果されている。専Fl家の問でも、防御1組が根本的な対応を迪られる重要
な1隊換点として認融されている。開発売の口■■■■社は、思側のジ

^ク
を建く受け

止め、このモデルの一般公開を見送る決断を下した。その代わりとして、主要なテク
ノ芭ジー企業およそS041で構成される「        」というヨンツーシアムを
立ち上げ、参加企業にのみ限定的にアクセスを甜r可している。

‐ 2026年 7月 31日 )

参考資料 (4)口■■■ は8月 7日 のブログ投縮と■■■への取材の中で、開発中
',

モデル「アストラJについて、社内評印rの結巣「Critical(孟大)Jと いうサイパー■2キ
ュジティー上の脅威レベルに避する可能性をな定できないと説明した。これを受けて

｀

口 は、安全対策が整うまでAstraに l.共.lする一甜Iの社内開発を…時停1にするとり1ら
かにした。背景には、この 2迎問の隅に■■■■ と|■■■■ の両社が、AIシ ステム
が複数の湘1織のシステムに意脚せず投入していたことを刑H次いで公表していたという

流れもある。
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この2つの魂突は、まだ従来挫AIからAGI(汎用人工知能)への進化の服中に起きた

のである。pFttiと もこの r′期せぬ翻I態に慎重にオヽl'応 しているので大事には■っていな

い。しかしながら、悪くするとAと が核弾進ロケット発鳴ヽl｀ コントロールシステムをハッ

キングして発射ボタンを押す可能性を否定できない。

② 私たちは日々のマスコミ報道で東欧や中束などの戦尊r現場にお
らぃて “Aと が敵国人

を燥も効率よく殺す進具としてますます爺要な位笹を
“
!〒めつつある"と いう恐ろしい現

実を得とさせられている。

人間がAIに設定したプログラムに従い白助的に人を殺すことが現突の戦場で行われ

ている。未だ人類はその程度のプログラムを響くレベルになる。世界各国はAIを積極

的に軍事力に取り入れている。その国のAl lヒカがその国の部事力のレベルを決してい

るのイま周知め半突である。危険なことに人類はその恐怖に対し不感,市:になっている。

その人類が開発するArが AGIへ と進化し意識を持ち始めている。ASIが究成すれば

後はAGと が人の手を借りることナぶく白身を′ヾ―ジョンアップさせる段階に入るので、

超角1能 ASIへの進化は非常に速いと紹と測されている。Arの能ノJを指数凹敷的を超える

グすいでI■ _tiさ せている人類判i会の米来がどうなるか、想fr共 していただきたい。

【人にやさしいAGIP ASIを育成する努力の必要性】

社は管学考やぷ教家を8判発スタツフにプJllえているという。そのよう

な努力が実り、AIが人類の友としてあり統ければ、ACI、 ASlの出帆により人類は衣

食住のための仕事から解放され、各人得様に自分の生まれてきた真の日的にまい進で

きるユートピアがφl来すると予姓tさ れている。

他方、恐ろしい可能性もあるとASIの連化増Я苗、赳臣大データセンター増設および

臨大電力消費は一体になつて進むから、地球表lrliはデータセンターと電力供給のため

の太陽光発電など発電施設で覆われ、地球はもはや人類が生存できる繋境ではなくな

り我々は自然消滅するとの予想がある。

AIは、その作り手の湘画を1映す銚であり`、 使い手の内lれiで韓にも態にもなり得る。

本講願では、我々 ‐般Jf民でも参miで きる努力として、データセンター建設という

AI開発のボトルネックをコントロールすることでAI開発速度を避延させる。それで

稼いだ時間を安全14ュ挫保の技術を研究することや、人々のAIにまつわる

'携

論の喚起に

充て得ることを示した。この努力はAI材再発における安金性担保研究の時醐をつくると

いう点において、下記の専円家たちの提唱と1げとを
卜にするものである。

何年も前からAI ttH発 に係る大才たちの多くが、最先端 AI伊搬発の避延を訴える審M
に戦名している。頭を冷やし真剣に安全性を問う時間を痢1る ために。

参考資料 (5)今年 7月 に元コ サ,究驚の        が主宰する餓先端 AI
の雄化と社会的インパクトについて発特する非常利専TH家鶏1繊

が、AGI、 ASIを人に寄り添う安全なAIと して育て上げるためのシナジオ「A12040
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Plan AJを 発表した。このプランの主な41'V・は、①最先端AI開発を手構Ⅲける主だ
つた

開発企淀と国家問で互いに進抄状汐とをガラス張りで見せ合う田際
コンソーシアムを作

って、依け期Xけができないようにする。Plan Aの 成否は中阿側を
ヨンソ∵シアムに職

りこめるかなかにかかつている。②人類にやさしいAIと して育て上げるの
にたつぶり

と時1判をかけるための意図的な開発遅延を重1見する。2019年無謀な題欠I能競争
を傾1避

する米中国際合意をする。2030年研究段階で白律 Aと ができているがあくま
で人間が

制御を維斡 t′統ける。2035年 までにAと を入削の最高専μl家と「4レ
ベルまで逸化させ

て一II寺中止、人側のコントロ"″下で進化がゆっくり進められる。2040年
ついに旭知4

靴せΓ雄摯を朗Ψ絲ぽ路B私立争‖∵与号瀦釧ξ弁ぞ
ヤヽる。
-2026年

7月 12+1)           ,

国家は朋糀をt企業はlf場独古を希求し、それぞれの欲が原助プ」としてASI開発に

血道を…止とデている。期権を維持しだい閥家とそれに猟う脚家問
の絶え1判な▼ヽ触烈な戦

いは1各国の平qイカ増強を余犠なくしている:最高の破壌力と殺傷力のある単郎力を

持つためには、ASIを…活に手にするほかに手はない。この最初
にASIを手にした者

が世界を制するという信欄Iが、Ar開発競輩rの過熱を招いているとしかし、多大な犠牲

を払つて手にしたASIが開発者の低レドル命令に耳を貸さないという喜腺Iが生まれ
る

かもしれない。また人類がAIに依存すればするほど、AIを神格化するが組向
でた

り、人類の能力が選化する危険14:も ある。

(データセンターと人類の米来】

以上の第二章で行つた議論は、データセンターがつくば市の定める「土地利用方針

(1)～ (5)Jのいずれにも該当しない。また「つくば市の環境基本条例」及び
「大

穂地区地区計画Jに 1遵反している。

人類の米朱が天国力1地獄か、選がのは私たち自身である。
一度、AI BH発を遅延さ

せ、時μ彎をかけてしつかり1話し合い、快艶に4イを選択するか決めてから将出発
しよ

うるデイタセンター建設の中」とで何年かテクノロジー進化が停滞しても確実
にユート

ビアヘ血かう遮を選ぶガが、より賢りとではないか。欲と恐
`附iにかられて報i速な行動を

とることは嶼みたい。                   ,       ′

デ‐タセンター問題は、子A々 に“人類とアクノロジー
けについて熟驚するよい機会を与

えてくれました。 これから1年間のモラトリアム期間中に、つくぱ市民がつくば市と

言う視野と世界視野の間を自由にズームイン・ズ
ームアウトを反復して闊達な議論が積

み上がるでしよう。その中で育まれる智鴛は、美しいつくば市と平細な人類
の本来を創

ることに役立つでしよう。
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